
漢数字を使用して

ください。 

ただし、欧語の参

考文献の書誌情報

中の数字や、注番

号を除きます。 

ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
に
お
け
る
「
老
い
」 

―
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
― 

１
行
空
け 

中
谷
崇 

（
国
際
教
養
学
系
） 

１
行
空
け 

は
じ
め
に 

 

こ
れ
ま
で
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
は
、
彼
自
身
の
生
活
と
思
考
の
場
に
な
っ
て
い
る
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
中
産
階
級
の
生
活
を
繰

り
返
し
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
の
作
っ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
越
え
て
、
合
衆
国
そ
の
も
の
の
姿
を
写
し
出
し
て
い
る
作
家
と
捉

え
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
１

。
こ
の
よ
う
な
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
観
は
、
彼
の
作
品
が
、
小
説
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
文
学
形
式
の
ル
ポ

タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。 

１
行
空
け 

第
一
節 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム 

１
行
空
け 

一
．
一
． 

言
語
的
人
工
物
と
し
て
の
「
ア
メ
リ
カ
」 

余白

23

ミリ 

余白 

20

ミリ 

余白

23

ミリ 

余白 

20

ミリ 

⑤ 

① 

④

②

① 
孤

立

行

の

例 

① 

③

②

②

① 
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そ
れ
で
は
、
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
が
小
説
の
言
葉
に
よ
っ
て
表
象
＝
代
行
）
し
よ
う
と
す
る
「
ア
メ
リ
カ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
言
語
的
人

工
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
言
語
的
人
工
物
を
「
作
る
」
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
「
言
葉
」（
社
会
的
な
マ
ク
ロ
の
視

野
で
言
え
ば
「
文
学
」「
芸
術
」「
文
化
」
と
い
っ
た
枠
組
み
、
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
自
身
に
即
し
た
ミ
ク
ロ
の
視
野
で
言
え
ば
、
彼
の
「
芸

術
」
指
向
の
表
れ
と
し
て
時
に
高
く
評
価
さ
れ
時
に
は
逆
に
批
判
さ
れ
る
文
体
、
特
に
そ
の
細
密
描
写
）
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
の
。
だ

ろ
う
か
２

。 

 

（
一
）
短
篇
「
鳩
の
羽
根
」 

 

ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
の
短
篇
と
し
て
最
も
有
名
な
作
品
の
一
つ
、「
鳩
の
羽
根
」
は
「「
死
」
と
「
芸
術
」
の
問
題
を
直
接
扱
っ
て
お
り
３

、

合
衆
国
に
お
け
る
「
老
い
／
死
」
を
ど
の
よ
う
な
「
言
葉
／
文
学
／
芸
術
」
で
表
象
す
る
か
と
い
う
作
家
の
問
題
意
識
と
い
う
形
で
捉

え
直
せ
ば
、
こ
れ
ら
は
「
は
じ
め
に
」
で
示
し
た
一
対
を
な
す
問
い
に
対
応

し
て
い
る
（
図
一
）。 

 

ま
ず
こ
の
作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。
幾
分
少
年
時

代
の
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
自
身
を
思
わ
せ
る
少
年
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
（D

av
id

）
は
、

一
家
と
一
緒
に
田
舎
に
引
っ
越
し
て
来
て
、
他
に
や
る
事
が
な
い
ま
ま
読
書

に
耽
っ
て
い
た
あ
る
時
、H

・G

・
ウ
ェ
ル
ズ
（H

. G
. W

ells

）
の
本
『
世
界

大
文
化
史
』（T

he O
utline of H

istory

）
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
キ
リ
ス
ト
の
思

想
そ
の
も
の
と
は
無
関
係
に
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
て
き
た
い
か
が
わ
し
い
体
制

出典：筆者作成         

    

⑥

③

②

① 

図１ 「老い」の表象化に               

   に関するアップダイ  

   クの問題意識 

１行空け ⑦ 

⑧ 

２行にまた

がる場合、２

行目以降の

先頭位置は

ここ。 
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だ
と
い
う
記
述
を
読
み
、
死
、
正
確
に
言
え
ば
虚
無
に
対
す
る
恐
怖
に
取
り
付
か
れ
る
。
社
会
体
制
の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
正

式
の
教
会
の
牧
師
も
両
親
も
彼
の
問
い
に
対
し
て
満
足
な
答
え
を
出
せ
ず
、
彼
ら
の
宗
教
心
が
一
種
の
体
制
順
応
的
な
思
考
停
止
に
過

ぎ
な
い
と
い
う
印
象
を
彼
は
受
け
る
。
結
局
、
彼
は
結
末
の
部
分
で
、
納
屋
に
住
み
着
き
、
仕
舞
っ
て
あ
る
家
具
そ
の
他
を
糞
で
汚
す

鳩
を
、
母
親
に
言
わ
れ
て
銃
で
始
末
し
た
と
き
、
自
分
が
殺
し
た
鳩
の
造
形
の
精
妙
な
美
し
さ
に
気
づ
き
、
取
る
に
足
ら
な
い
鳩
に
さ

え
こ
れ
ほ
ど
手
を
か
け
て
作
っ
た
神
が
自
分
を
消
滅
さ
せ
る
わ
け
は
な
い
と
考
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
行
空
け 

 
 

益
も
な
い
鳥
に
神
様
が
こ
れ
ほ
ど
凝
っ
た
意
匠
を
惜
し
げ
も
な
く
つ
い
や
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
生
命
を
死
の 

 
 

世
界
に
導
き
、
自
ら
の
創
造
の
天
地
を
す
べ
て
う
ち
こ
わ
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
、
と
彼
は
信
じ
た
（U

p
d
ile, 1

9
6
2
, 

日
本
語
訳

△
頁
）。 

１
行
空
け 

 

こ
れ
よ
り
以
前
、
母
エ
ル
シ
ー
が
自
分
の
世
界
観
の
も
と
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
に
従
っ
て
息
子
を
「
欲
深
い
」
と
た
し
な
め
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
最
後
の
セ
リ
フ
も
同
じ
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
の
一
節
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

第
二
節 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
の
、「
老
人
」
の
表
象 

 

二
．
一
． 

ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
作
品
に
特
徴
的
な
「
死
／
衰
弱
」
の
テ
ー
マ 

（
一
）「
鳩
の
羽
根
」
に
お
い
て 

 

第
一
節
で
は
「
鳩
の
羽
根
」
を
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
「
死
／
虚
無
」
に
対
す
る
恐
怖
の
物
語
と
し
て
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
、
虚
無

⑨ 
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へ
の
恐
怖
と
そ
れ
か
ら
の
救
い
の
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
に
集
約
さ
れ
る
も
の
と
し
て
読
む
に
は
、
何
故
作
品
に
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
説
明
で
き
な
い
細
部
が
こ
の
作
品
に
は
多
過
ぎ
る
。 

 
 （

二
）『
プ
ア
ハ
ウ
ス
・
フ
ェ
ア
』（T

he P
o
o
rho

use F
a
ir

）
以
降
の
作
品 

 

長
編
第
１
作
『
プ
ア
ハ
ウ
ス
・
フ
ェ
ア
』
以
降
、
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
の
作
品
で
は
、
一
般
的
に
、「
若
い
国
の
若
い
文
学
」
と
さ
れ
る
こ

と
の
多
い
ア
メ
リ
カ
文
学
と
し
て
は
例
外
的
な
く
ら
い
頻
繁
に
老
人
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
は
、
自
国
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
思
考
が
、
第
一
に
、
文
明
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て

の
「
自
然
」
が
肯
定
的
な
自
己
像
を
作
る
根
拠
と
し
て
必
要
だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
、
文
化
的
な
ト
ポ
ス
と
し
て
「
自
然
」
を

崇
拝
の
対
象
に
し
た
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
と
し
て
の
一
九
世
紀
に
合
衆
国
が
近
代
国
家
と
し
て
確
立
さ
れ
た
と
い
う
非
本
質
的
な
事
情

か
ら
来
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
結
果
、
自
分
に
と
っ
て
本
来
大
切
な

存
在
で
あ
る
「
文
学
」
あ
る
い
は
「
芸
術
」
の
言
葉
が
、
老
人
」
や
「
不
活
発
な
男
」
な
ど
と
い
っ
た
存
在
を
隠
蔽
す
る
不
自
由
さ
で

暴
力
的
な
権
力
装
置
と
し
て
、
少
な
く
と
も
合
衆
国
で
は
機
能
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
困
っ
た
事
態
に
直
面
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
そ
れ
に
文
学
者
と
し
て
対
処
す
る
た
め
、
新
た
な
「
言
葉
」、
の
提
示
を
試
み
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
「
若
い
国
」
と
し
て
の

合
衆
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
自
己
像
温
存
の
た
め
に
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
現
実
を
復
権
す
る
の
で
あ
る
。 

                   

本
文
の
最
終
行
と
注
と
の
あ
い
だ
は
２
行
空
け
に
す
る
。 
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注 

１ 
 "fiction" 

は
ラ
テ
ン
語
の
動
詞 "fngere"

（
作
る
）
を
語
源
と
し
て
い
る
。
一
方
、"fact"

（
事
実
）
と
い
う
、
日
常
用
語
の
レ
ベ
ル
で
は
対
立
概
念
と
理
解

さ
れ
て
い
る
語
の
語
源
と
な
っ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
の
動
詞 "facere" 

も
、
ほ
ぼ
同
じ
「
作
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
語
源
の
上
で
の
両
者
の

意
味
上
の
類
似
は
、
共
に
人
間
が
作
っ
た
言
語
的
人
工
物
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
関
わ
ら
ず
現
実
に
バ
イ
ア
ス
を
か
け
る
が
、

し
か
し
、
そ
れ
な
し
に
は
人
間
は
世
界
に
つ
い
て
思
考
で
き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
我
々
は
、
狭
い
意
味

で
の
「
文
学
」
の
外
に
あ
る
「
現
実
」
の
生
活
を
い
か
に
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
が
規
定
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
意
識
的
に
な
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ

る
。 

２ 
 "fiction" 

と "fact" 

を
語
源
の
レ
ベ
ル
で
結
び
付
け
て
い
る
「
作
る
」
と
い
う
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
に
と
っ
て
、
繰
り
返
し
作
品
の
中
で
扱
っ
て
い
る
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
中
谷
、
一
九
九
三
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

３ 

初
出
はT

he N
ew

 Yorker 37

（A
ugust 19, 1961

）。
短
篇
集P

igeon F
eathers and O

ther Stories

（N
ew

 Y
ork: K

nopf, 1962

）
に
収
録
。 

注
と
参
考
文
献
一
覧
と
の
あ
い
だ
は
２
行
空
け
に
す
る
。 

 

参
考
文
献
一
覧 

［
書
籍
・
論
文
］ 

C
h
ase, R

ich
ard, A

m
erican

 N
ovel an

d Its T
ra

d
ition

, B
altim

ore and
 L

o
ndo

n
: T

h
e Jo

hn
s H

o
pk

in
s U

P, 19
57

. 

U
p
d
ike, Jo

hn
, "P

ig
eon

 F
eathers," P

ig
eo

n F
ea

th
ers a

nd O
ther Stories, N

ew
 Y

o
rk

: K
no

pf, 19
62 

（
岩
本
巌
訳
（1995

）『
ジ
ョ
ン
・

ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
自
選
短
編
集
』
新
潮
社
、
一
九
九
五
年
）． 

W
ells, H

. G
. T

he O
u
tline o

f H
isto

ry, L
on

don
: G

eo
rg

e N
ew

ne, 1
92

0. 

大
江
健
三
郎
『
小
説
の
た
く
ら
み
、
知
の
楽
し
み
』
新
潮
社
、
一
九
八
五
年 

亀
井
俊
介
『
ア
メ
リ
カ
文
学
史
講
義
』
南
雲
堂
、
一
九
九
七
年 

⑩

⑨ 

⑪ 

⑫ 

⑬ ⑭

⑬ 
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鈴
江
璋
子
『
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
研
究 

初
期
作
品
を
中
心
に
』
開
文
社
出
版
、
二
〇
〇
三
年 

中
谷
崇
「
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
の
『
プ
ア
ハ
ウ
ス
・
フ
ェ
ア
』
に
お
け
る
反
・
崩
壊
へ
の
教
育
」『
女
子
美
術
大
学
紀
要
』
第
二
号
、

一
九
九
三
年 

―
―
「
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
の
『
帰
っ
て
き
た
ウ
サ
ギ
』
と
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
」
渡
辺
利
雄
編
『
読
み
直
す
ア
メ
リ
カ
文
学
』
研
究
社
、 

 
 

一
九
九
六
年 

 

宮
本
陽
吉
『
ア
メ
リ
カ
小
説
を
読
む
』
集
英
社
、
一
九
七
七
年 

１
行
空
け 

［
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
］ 

A
cad

em
y of A

ch
iev

em
en

t H
o
m

epage , “Jo
hn U

pd
ik

e”

〈h
ttp

://w
w

w
.ach

ievem
ent.o

rg
/ach

iever/joh
n
-up

d
ike/

〉（
最
終
閲
覧
日
二
〇

一
六
年
一
一
月
一
四
日
） 

      

〔
執
筆
見
本
終
わ
り
〕 

⑮ 
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執
筆
見
本
に
お
い
て
、
番
号
を
付
し
た
点
に
つ
い
て 

  

① 

用
紙
サ
イ
ズ
は
A
５
と
し
、
１
頁
当
た
り
51
字×

18
行
と
し
ま
す
。 

余
白
の
数
値
は
MS
ワ
ー
ド
二
〇
一
六
の
場
合
。
そ
れ
以
前
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
や
、
異
な
る
ア
プ
リ
の
場
合
、
多
少
前
後
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
適
宜
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

② 

論
文
タ
イ
ト
ル
は
MS
明
朝
・
太
字
・
14
ポ
イ
ン
ト
（
副
題
は
12
ポ
イ
ン
ト
）
で
入
力
、
中
央
揃
え
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

氏
名
は
MS
明
朝
・
太
字
・
14
ポ
イ
ン
ト
で
入
力
、
下
揃
え
。 

 

③ 

氏
名
の
左
に
、
所
属
学
系
を
丸
カ
ッ
コ
で
括
っ
て
を
入
力
、
下
揃
え
に
し
て
く
だ
さ
い
（
フ
ォ
ン
ト
は
④
―
（
１
）
に
同
じ
）。 

 

④ 

フ
ォ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。 

（
1
）
本
文
、
図
表
の
出
典
、
参
考
文
献
一
覧
中
の
文
字
： 

◆
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
→
既
定
の
フ
ォ
ン
ト
・
既
定
の
ポ
イ
ン
ト
数
（
MS
ワ
ー
ド
二
〇
一
六
で
は
MS
明
朝
・ 

10.5
ポ
イ
ン
ト
）。
※
1 

◆
半
角
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
半
角
数
字
：T

im
es N

ew
 R

o
m

an

・
既
定
の
ポ
イ
ン
ト
数
。
半
角
文
字
を
用
い
る
こ
と
。

※
2 
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（
２
）
数
字
は
、
基
本
的
に
漢
字
に
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
注
番
号
や
、
欧
語
の
参
考
文
献
の
書
誌
情
報
中
の
数
字
を
除
く
）。 

（
３
）
本
文
の
節
・
項
な
ど
の
見
出
し
、
図
表
タ
イ
ト
ル
、
文
末
の
「
注
」（
後
注
方
式
を
選
択
し
場
合
）、「
参
考
文
献
一
覧
」
お 

よ
び
そ
の
中
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
見
出
し
：
MS
ゴ
シ
ッ
ク
体
・
既
定
のpt

数
。 

（
４
）
注
：
フ
ォ
ン
ト
は
本
文
に
準
拠
、
た
だ
し
文
字
サ
イ
ズ
は
9
ポ
イ
ン
ト
と
し
ま
す
。
行
間
は
既
定
値
に
し
て
く
だ
さ
い
（
ワ

ー
ド
の
注
機
能
を
使
用
す
る
と
、
本
文
部
分
よ
り
も
狭
く
な
る
は
ず
で
す
）。 

 
 

 
 

 
 

※
1 

そ
う
し
な
け
れ
ば
、
頁
設
定
を
51
字×

18
行
と
し
て
も
、
そ
の
と
お
り
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。 

※
2 

注
番
号
（
上
付
き
4
分
の
1
角
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

⑤ 

（
1
）
節
は
「
第
一
節
」「
第
二
節
」、
項
は
「
一
．
一
．」「
一
．
二
．」
…
、「
二
．
一
．」「
二
．
二
．」
…
の
表
記
に
統
一
し
ま

す
。
項
よ
り
下
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
番
号
の
振
り
方
に
つ
い
て
は
著
者
の
自
由
に
委
ね
ま
す
。 

（
２
）
節
・
項
の
番
号
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
出
し
の
先
頭
文
字
の
あ
い
だ
に
全
角
１
文
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

（
３
）
節
・
項
の
番
号
・
見
出
し
は
上
揃
え
と
し
ま
す
。 

（
４
）
節
の
前
後
は
１
行
空
け
と
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
節
と
項
、
お
よ
び
項
と
項
以
下
の
あ
い
だ
も
１
行
空
け
と
し
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
見
出
し
が
頁
の
右
端
/
左
端
に
く
る
場
合
も
、
上
記
の
と
お
り
、
行
を
空
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

（
５
）
項
以
下
の
同
一
セ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
い
だ
は
、
1
行
空
け
に
し
て
も
、
詰
め
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

（
６
）
上
記
の
指
示
ど
お
り
に
行
空
け
を
し
た
と
き
、
孤
立
行
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
論
文
の
分
量
カ
ウ

ン
ト
の
都
合
上
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
組
版
・
印
刷
時
に
適
宜
処
置
し
ま
す
。 
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図
表
タ
イ
ト
ル
（
以
下
⑦
）
や
長
文
の
引
用
（
以
下
⑨
）
も
右
記
の
と
お
り
。 

⑥ 
（
１
）
カ
ッ
コ
類
、
コ
ン
マ
、
ピ
リ
オ
ド
な
ど
の
記
号
は
全
角
（
既
定
フ
ォ
ン
ト
）、
半
角
（T

im
e
s N

e
w

 R
o
m

a
n

）
の
ど
ち

ら
を
使
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。  

た
だ
し
、
日
本
語
の
記
述
中
で
は
と
く
に
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
、
全
角
の
記
号
の
使
用
を
推
奨
い
た
し
ま
す
（
た
だ
し
、

注
番
号
に
付
く
丸
カ
ッ
コ
、
例
え
ば
、「
1）
」
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。 

（
２
）
半
角
記
号
を
使
う
場
合
、
そ
の
前
後
に
適
宜
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。  


 

次
の
半
角
記
号
は
、
直
後
に
半
角
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
： 

コ
ン
マ
、
ピ
リ
オ
ド
、
コ
ロ
ン
、
セ
ミ
コ
ロ
ン
、
疑
問
符
、
感
嘆
符
、
閉
じ
カ
ッ
コ
類
、
閉
じ
引
用
符
。 


 

開
き
カ
ッ
コ
類
、
開
き
引
用
符
、
単
位
の
直
前
に
は
半
角
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。 

〔
例
〕 

 

○ 

大
学 (

院) 
生  

×
 

大
学(

院)

生 

○ p. 1
38          ×

 p.13
8  

○ 11 %
           ×

 11
%

 

（
３
）
全
角
記
号
の
前
後
に
は
ス
ペ
ー
ス
の
挿
入
は
不
要
で
す
（
ふ
つ
う
は
自
動
的
に
ス
ペ
ー
ス
が
挿
入
さ
れ
る
は
ず
で
す
）。
よ

っ
て
、
半
角
記
号
の
直
前
・
直
後
が
全
角
記
号
で
あ
る
場
合
、（
２
）
は
不
要
で
す
。 

 

⑦ 

（
１
）
図
表
の
前
後
は
１
行
空
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
２
）
図
の
場
合
、
上
か
ら
図
→
出
典
→
図
タ
イ
ト
ル
の
順
に
レ
イ
ア
ウ
ト
。 

表
の
場
合
、
上
か
ら
表
タ
イ
ト
ル
→
表
→
出
典
の
順
に
レ
イ
ア
ウ
ト
。 
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※
縦
書
き
原
稿
に
お
い
て
も
、
図
表
タ
イ
ト
ル
や
出
典
を
横
書
き
に
す
る
の
が
一
般
的
だ
と
思
わ
れ
、
右
記
の
と
お
り
指

示
し
ま
す
。 

（
３
）
図
表
お
よ
び
図
表
タ
イ
ト
ル
は
中
央
揃
え
、
出
典
は
左
揃
え
と
し
ま
す
。 

（
４
）
小
さ
い
図
表
は
上
下
に
２
点
、
並
べ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

 

⑧ 

（
１
）
図
と
写
真
は
「
図
」、
表
は
「
表
」
と
い
う
呼
称
で
統
一
し
ま
す
。 

（
２
）
図
お
よ
び
表
ご
と
に
論
文
全
体
で
の
通
し
番
号
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

〔
例
〕
○ 

図
1
、
図
2
…
、
表
1
、
表
2 

 
 

 
 

 
×

 

図
1.1
、
図
2.1
…
の
よ
う
に
、
節
ご
と
に
番
号
を
振
る
。 

（
３
）
図
表
番
号
と
、
図
表
タ
イ
ト
ル
の
先
頭
文
字
と
の
あ
い
だ
に
全
角
１
文
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
挿
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑨ 

長
文
を
引
用
す
る
場
合
、
上
下
を
1
行
ず
つ
空
け
、
全
角
２
字
下
げ
（
引
用
文
の
段
落
冒
頭
は
３
字
下
げ
も
可
）
で
入
力
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

⑩ 

注
を
つ
け
る
場
合
、
後
注
（
文
末
脚
注
）
形
式
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑪ 

ワ
ー
ド
の
注
機
能
を
使
用
す
る
と
、
本
文
と
後
注
の
あ
い
だ
に
（
そ
し
て
、
後
注
が
２
頁
以
上
に
ま 

 
 

た
が
る
場
合
、
2
頁
目
以
降
の
冒
頭
に
も
）
境
界
線
が
引
か
れ
る
は
ず
で
す
。
こ
の
執
筆
見
本
で
は
消
し
て
あ
り
ま
す
が
、
消
し 
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方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

な
お
、
脚
注
方
式
に
し
た
場
合
、
境
界
線
を
消
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

⑫ 

引
用
符
が
正
し
い
向
き
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
執
筆
見
本
で
は
左
右
の
区
別
の
な
い
半
角

ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
ィ
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
左
右
の
区
別
の
あ
る
半
角
ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
ィ
を
使
う
と
、”facere”

の
よ
う
に
ア
ポ

ス
ト
ロ
フ
ィ
が
正
し
い
向
き
に
な
ら
な
い
た
め
で
す
が
、
皆
様
は
左
右
の
区
別
の
あ
る
半
角
ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
ィ
を
使
用
し
て
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
組
版
・
印
刷
時
に
調
整
し
、
半
角
ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
ィ
を
右
方
向
に
９０
度
回
転
さ
せ
ま
す
。 

 
 

ち
な
み
に
、
注
番
号
に
半
角
の
数
字
や
カ
ッ
コ
を
使
用
し
た
場
合
も
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
（
数
字
と
カ
ッ
コ
が
横
倒
し
に
な
っ

て
し
ま
う
は
ず
で
す
）。
そ
ち
ら
も
組
版
・
印
刷
時
に
調
整
し
ま
す
。 

 

⑬ 

（
１
）
論
文
末
に
参
考
文
献
一
覧
を
付
さ
な
い
方
法
と
、
付
す
方
法
と
の
二
通
り
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
方
式
を
採
っ
て
も
構

い
ま
せ
ん
。 

 
 

（
２
）
一
覧
に
は
原
則
と
し
て
、
本
文
中
で
引
用
な
い
し
言
及
し
た
文
献
や
、
図
表
の
出
典
の
み
を
載
せ
て
く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
、
執
筆
者
の
所
属
す
る
研
究
分
野
に
お
い
て
、
参
照
し
た
文
献
も
載
せ
る
こ
と
が
標
準
的
で
あ
る
場
合
や
、
そ
の

他
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
例
外
と
し
て
許
可
し
ま
す
。「
原
稿
提
出
用
紙
」の
該
当
の
欄
に
そ
の
旨
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

（
３
）
本
文
な
い
し
注
、
お
よ
び
参
考
文
献
一
覧
へ
の
書
誌
情
報
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
所
属
す
る
研
究
分
野
に
お
い

て
標
準
的
な
表
記
法
に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い
。 

〔
表
記
法
の
一
例
〕
MLA
ス
タ
イ
ル
、
APA
ス
タ
イ
ル
、
シ
カ
ゴ
ス
タ
イ
ル
な
ど 



 12 / 12 

 

 
⑭ 
（
１
）
参
考
文
献
一
覧
で
は
行
間
が
本
文
部
分
と
同
じ
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

（
２
）
参
考
文
献
一
覧
に
お
い
て
、
文
献
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
分
け
て
記
載
す
る
場
合
、
執
筆
者
の
所
属
す
る
研
究
分
野
の
標
準

に
し
た
が
い
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

（
３
）
文
献
の
記
載
順
に
つ
い
て
も
、
執
筆
者
の
所
属
す
る
研
究
分
野
の
標
準
に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑮ 

（
１
）
ひ
と
つ
の
文
献
の
書
誌
情
報
が
２
行
以
上
に
ま
た
が
る
場
合
、
２
行
以
下
は
全
角
２
文
字
分
下
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

（
２
）
同
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
の
文
献
と
文
献
の
あ
い
だ
は
行
を
空
け
ず
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
は
１
行
空
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

        


